
EGS5のインストール
Windows編



概略

次の三つのソフトをインストールします

(1) g77　（コンパイラ、必須）

(2) EGS5　（EGS5本体）

(3) CGVIEW（任意だが推奨）



(1) g77のインストール

Windowsでg77を使えるようにします。google検索してインストールするか

次の手順で入れてください。

http://math.hawaii.edu/wordpress/fortran-install/　から

g77exe.zipとg77lib.zipをダウンロードする



g77（続1）

・ダウンロードした2つのファイルそれぞれを適当な場所へ解凍（すべて展開）

・2つのG77という名前のフォルダができます



g77（続2）

二つのG77フォルダをCドライブへ移動します。順不同、二つ目は上書きでOK



g77（続3）

Cドライブの中にG77というフォルダ、

その中にbin、libというフォルダ構成になります

C:\G77\bin

C:\G77\lib 



環境変数の設定

コマンドプロンプトからg77を使うため、

(1)環境変数 path へg77/binを追加

(2) 環境変数 library-path へ g77/libを追加　

を行います（次ページから）



右クリック









環境変数Pathに c:\g77\bin
が追加された



新しい環境変数
LIBRARY_PATHを作成しそ
の値にc:\g77\libを追加



環境変数LIBRARY+PATH
に c:\g77\libが追加された



以上でg77のインストールは終わりです。コンピュータを再起動して

コマンドプロンプトからg77とタイプし、次のようにNo input filesとメッセージが表示され

ればインストールは正常です。



注意

コマンドプロンプトでg77と入力して、g77: No input files のメッセージが出ない人は、

g77のインストールを最初からやり直してください





(2)　EGS5のインストール

http://rcwww.kek.jp/research/egs/egs5.html　からEGS5の最新版をダウンロード



egs5　(続)

解凍のため、コマンドプロンプトを起動します

コマンドプロンプトを起動



コマンドプロンプトでダウンロードフォルダに移動します。

cd Downloads



次のコマンドで解凍します。

tar zxvf egs5.xxxxxx.tar.gz            (xxxxxxはダウンロードしたバージョンに応じ適宜変更）



展開後はダウンロードフォルダにegs5フォルダができています



egs5フォルダをCドライブへ移動



egs5実行スクリプト（二つ）をダウンロード

http://rcwww.kek.jp/egsconf/index.html　の以下からダウンロード

右クリック

右クリック



・ダウンロードしたファイルをC:\egs5に移動して拡張子を.batへ変更



egs5run.batを右クリック→編集

右クリック



この画面がでたら、詳細　→　実行します



SET BASKET= の行の値が、C:\egs5であることを確認して、閉じます



EGS5の作業ディレクトリの作成

↑　c:\egs5 に
「calc」ディレクトリを作成



作業ディレクトリcalcへサンプル(tutorcodes)をコピー



作業ディレクトリへegs5run.batとegs5run_db.batをコピー



コピー後の calc ディレクトリ

今後、すべての計算の実行をここ calc ディレクトリで行います



EGS5の動作確認

コマンドプロンプトを立ち上げます

Windowsロゴキー＋S　で検索窓を表示、cmd（コマンドプロンプト）を実行  
（検索窓をタスクバーに表示するには、タスクバーを右クリック→「検索」→「検索アイコンを表示」）  



コマンドプロンプトで calc ディレクトリに移動

cd コマンドで　c:\egs5へ移動する

↑　c:\egs5へ移動した

cd コマンドで　calcへ移動する

↑　
c:\egs5\calcへ移動した



calc ディレクトリで egs5run.bat を実行

c:¥egs5¥calc> egs5run   tutorcodese¥tutor1¥tutor1
計算を行う場所は「calc」で、入力ファイ
ルの置かれる場所はその配下のディレ
クトリのまま実行できる

これらのファイルを
読み込ませている



注意点

egs5runを実行するとき、パスにスラッシュ( / )は使えません。¥を使います。

c:¥egs5¥calc> egs5run   tutorcodese¥tutor1¥tutor1



calcディレクトリに次のようなファイルができます

← egs5job.out が出力ファイル



egs5job.outの内容が以下なら計算は実行できています

egs5job.outを右クリック

→プログラムから開く

→ワードパットまたは

　すきなエディタ



結果を確認後は、egs5job.outをtutor1へ移動しておきます

tutor1.outは見本です。同じ結果が得られたかどうか確認
できます



基本的な使い方は以上です

違う計算を行うときは、フォルダを calc ディレクトリに配置し、あとは同様です

calcフォルダにできる一時ファイルは消してもよい
（計算のたびに上書きされる）



(3) CGVIEWのインストール

研究会のホームページから

CGVIEWのホームページへ移動



CGVIEWのホームページから

最新版をダウンロード



展開したcgviewフォルダの配置先は任意です 

例えばc:\egs5に配置



cgviewフォルダの中のbinの中のcgview.exeを実行



以下のウインドウがでれば、動作確認完了です



次回の起動のため、タスクバーのアイコンを右クリックしてピン
止めしておきます

以上でCGVIEWのインストールは完了です


